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事務事業番号 10302220003

事務事業名 花と音楽のまちづくり推進事業

事業開始年度 2008(H20）年度 担当部署 地域振興部　文化観光課

目　　　的
（何のために）

まちづくりのロマンとして、まちの魅力を高めるため、花と音楽に関連する既存の取組を活かし、市民とともに
「花と音楽にあふれたまち・ひらかた」を推進する。

対　　　象
（誰・何を対象に）

市民

事業内容

花と音楽に関わる既存の地域資源やこれまでの取り組みを市民とともに更に魅力的なものにし、「まちの魅
力」を高めるため、花と音楽の関連事業の効果的な情報発信並びに既存の事業に花と音楽の要素を取り込
むなど花と音楽にあふれたまちづくりを推進する。
具体的には、本事業を効果的に周知するために、この主旨に則したイベント等については、「花と音楽にあ
ふれたまち・ひらかた」のロゴマークの使用並びに、施設へのチラシ・ポスターの配布等の広報活動を支援
する。

根拠法令 決裁

実施方法
■直営 □委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

類似事業 本市のブランドに関する事業

事業の必要性 まちづくりのロマンとして、まちの魅力を高めるため必要である。
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従事職員数 概算人件費

コ　　ス　　ト

H23年度決算 H24年度決算 H25年度当初予算

0.30

人件費計(A) 2,427 800

従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費

791

直接経費(B) 2,247 1,400 1,600

総事業費(A+B) 4,674 2,200 2,391

財源内訳

H23年度決算 H24年度決算 H25年度当初予算

国庫支出金

その他 2,000 1,400 1,600

一般財源 2,674 800 791

府支出金

受益者負担
(使用料等)

平成24年度
事業費の主な内訳

内　　　　　容 金　　　額

委託料（劇団四季ファミリーミュージカル公演事業経費） 1,400

千円

千円

事業費の主な内訳
(人件費除く)
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事務事業番号 10302220003

事務事業名 花と音楽のまちづくり推進事業

事業開始年度 2008(H20）年度 担当部署 地域振興部　文化観光課

活動実績

活動指標もしくは成果指標 H23年度 H24年度 H25年度(見込み)

共通ロゴ付与件数 23 26 30

成果目標
（目標とする成果）

「花と音楽にあふれたまち・ひらかた」の普及

比較参考値

単位当たりコスト
（総事業費/活動指

標）

総事業費/共通ロゴ付与件数 116,260 30,769 26,700

比較参考値
（他自治体での
事業の例など）

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続

花や音楽に関するイベントの広告媒体に対し積極的にロゴマークの使用を促
進し、またロゴマーク使用事業についてはエフエムひらかたへの出演を通して
事業のＰＲを行える場を提供する等、市内の花と音楽に関連する事業と連携し
ながら「花と音楽にあふれたまち・ひらかた」のより効果的な普及を行い、市民
活動のさらなる活性化を目指し、「教育文化都市ひらかた」の発信に努める。

特記事項
平成24年度は26件のロゴマークの使用申請があった。また「ひらかた桜フェスティバル」や「ひらかた菊フェ
スティバル」などの事業の中で、音楽企画を盛り込みながら市の花の相乗的なPRを行うとともに、市民活動
のさらなる活性化を目指し、「教育文化都市ひらかた」の発信に努めた。

一次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策
（平成24年度）

現状のまま継続 グッズの活用、ロゴマークの使用について促進PRを行う。

一次評価結果
（平成24年度）

・より効率的な事業としてのあり方を検討する必要性があるのでは
・効果の再検証が必要ではないか


